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⼈⼝構成と将来推計

死亡率(標準化死亡⽐) (2010-16年の７年間)
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100歳以上
_95〜99歳
_90〜94歳
_85〜89歳
_80〜84歳
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_65〜69歳
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_25〜29歳
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_05〜09歳
_00〜04歳

【2018年(H30)】

【男性】 【⼥性】

単⾝世帯割合(2015年) 失業者割合(2015年)
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【2040年(推計)】

産業構成（居住者の職業）(2015年)

独居⾼齢者世帯割合(2015年)

⼤江 校区

熊本市全体
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熊本市 校区健康カルテ
中央区 ⼤江校区
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ひとり親世帯の割合(2015年)
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【出典】熊本市の保健福祉（健康福祉政策課）

※単⾝世帯数／⼀般世帯数 ※⾼齢単⾝世帯数／⼀般世帯数 ※（⺟⼦+⽗⼦世帯数）／⼀般世帯数 ※完全失業者数／労働⼒⼈⼝総数
【出典】国勢調査

【出典】国勢調査

【出典】熊本市統計情報

⼈⼝構成を考慮した死亡率の⽐。熊本市全体を基準＝100としており、
100以上であれば市全体と⽐較して死亡率が⾼いことを⽰します。

※推計⼈⼝は、2010〜18年の間の5年ごとの⼈⼝変化率の平均をもとに、2015年を基準として算出。
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【⼥性】【男性】
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【⼈⼝】     ⼈ 【世帯数】     世帯 【⾼齢化率】    ％（市全体︓    ％）※H30年時点5831 20.6 25.5

（％） （％） （％） （％）

 2010〜18年の間に、外的な要因（駅の新設や⼤規模開発等）で⼤きな⼈⼝変動があった場合は、予測値が極端な値となる可能性がある。
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⼦どもの状況
出⽣率

規則正しい⽣活習慣の割合【1歳6か⽉】

肥満傾向の割合【1歳6か⽉】

う⻭(むし⻭)数 平均【⼩学６年⽣】

第１号 要介護(要⽀援)認定率【男性】(2019年)

中央区 ⼤江校区

⾼齢者の状況
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第１号 要介護(要⽀援)認定率【⼥性】(2019年)
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規則正しい⽣活習慣の割合【3歳】

肥満傾向の割合【3歳】
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【出典】熊本市の保健福祉（健康福祉政策課） 【出典】⼩学6年⽣ 学校健診（教育委員会）

【出典】幼児健診 問診票（⼦ども政策課） ※21時台までに就寝、8時台までに起床、毎⽇の朝⾷摂取、ＴＶ時間2時間未満の全てが達成している割合。

【出典】幼児健診 問診票（⼦ども政策課） ※カウプ指数18以上の割合。カウプ指数＝体重（ｇ）÷⾝⻑（ｃｍ） ×１０

【出典】介護保険課  ※2019年4⽉1⽇時点。それぞれの認定者数／65歳以上の⼈⼝。

要⽀援１ 要⽀援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 要⽀援１ 要⽀援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

75 60 77 91 57 82 84
（年）

校区の出⽣⼈数（単位︓⼈）

33 18
校区の該当⼈数（単位︓⼈） 校区の該当⼈数（単位︓⼈）

28 121322 7 87 64 85 3648 36 29

２

（本）

（％）（％）

（％）（％）

（⼈⼝千対）

（％） （％）
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成⼈の状況

特定健診受診率の推移
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がん検診受診率（2018年）

特定健診結果が有所⾒の割合【男性】
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特定健診結果が有所⾒の割合【⼥性】

⽣活習慣の状況【男性】
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2 運動習慣なし

3 ⾝体活動 1⽇1時間未満

4 就寝前の⼣⾷ 週3回以上

5 間⾷摂取 毎⽇

6 飲酒頻度 毎⽇

42.4

53.0

53.6

15.2

17.2

39.7

48.8

55.3

53.5

22.3

11.1

42.4

48.6

55.2

53.2

20.8

10.3

44.0

校区 区 市
⽣活習慣の状況【⼥性】
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中央区 ⼤江校区
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【出典】国保特定健診受診率（国保年⾦課）※１ 【出典】がん検診受診率（健康づくり推進課） ※２

【出典】2018年度国保特定健診結果（国保年⾦課）※１

【出典】2018年度国保特定健診結果（国保年⾦課）※１
※１︓特定健診の結果については、2018年度の国⺠健康保険の喪失者・除外者を含む健診受診者及び対象者数より算出。
※２︓がん検診受診率は推計対象数を基に算出。         ※３︓⾎圧、⾎糖、脂質の薬のいずれか１つ以上を服薬中。

BMI
≧25

HbA1c
≧5.5%

収縮期⾎圧
≧130mmHg

LDLｺﾚｽﾃﾛｰﾙ
≧120mg/dl

尿蛋⽩
（＋）以上
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≧25

HbA1c
≧5.5%

収縮期⾎圧
≧130mmHg

LDLｺﾚｽﾃﾛｰﾙ
≧120mg/dl

尿蛋⽩
（＋）以上

肺       胃       ⼤腸        乳       ⼦宮

（％） （％）

（％） （％）
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地域の資源 （2019年度） 中央区 ⼤江校区

【町内数】 【⺠⽣委員・児童委員、主任児童委員】

●⾷⽣活改善推進員
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79.2町内

⼈

％

⾷⽣活改善推進員 介護予防サポーター 8020推進員
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⼈⼝１万⼈当り⼈数

【健康づくりのボランティア】 【活動団体・サークル】

充⾜率
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●介護予防サポーター

●8020推進員

⼈

2
2

⼈

⼈

●⽼⼈クラブ

●くまもと元気くらぶ

●⼦育てサークル

0
2

（会員   ⼈）

【集いの場】
●地域公⺠館

●⽼⼈憩いの家

●地域コミュニティセンター
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施設

施設

施設

【病院・診療所】

●病院

●診療所

●⻭科診療所
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施設

施設
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【公園】

【主な公園名⼀覧】

10 公園

●⺠⽣委員・

●主任児童委員    ⼈

17

2
 児童委員  ⼈

公園種別 公園名 所在地

街区公園

街区公園

緑地

街区公園

街区公園

街区公園

街区公園

街区公園

街区公園

街区公園

川鶴団地公園

堂免公園

⽩川⼤江新屋敷緑地

中川鶴公園

宮の本公園

サクラ公園

東原公園

味噌天神公園

⼤江四丁⽬公園

⼤江渡⿅公園

⼤江1丁⽬500-1ほか

⼤江4丁⽬14-1

新屋敷2丁⽬20-1地先

⼤江1丁⽬6-1

新屋敷3丁⽬11-3

⼤江6丁⽬27-2ほか

⼤江6丁⽬12-1ほか

⼤江本町7-15

⼤江4丁⽬15-30

⼤江1丁⽬24-9

【出典】公園課  ※2019年4⽉時点。⾯積の⼤きい順番で15公園を表⽰。

【出典】医療機関⼀覧、診療所⼀覧、⻭科診療所⼀覧（医療政策課）

【出典】公園課 ※2019年4⽉時点。

【出典】地域活動推進課 【出典】⺠⽣委員・児童委員名簿（健康福祉政策課）※2019年12⽉1⽇時点。

【出典】 ⽼⼈クラブ数⼀覧、くまもと元気くらぶ⼀覧（⾼齢福祉課）、
     熊本市ホームページ（⼦ども政策課）

【出典】  地域公⺠館⼀覧（各区総務企画課）、⽼⼈憩いの家⼀覧
    （⾼齢福祉課）、熊本市ホームページ（各区総務企画課）【出典】⾷⽣活改善推進員名簿、8020推進員名簿（健康づくり推進課）、

      介護予防サポーター名簿（⾼齢福祉課）

2020年12⽉25⽇更新【作成】熊本市健康づくり推進課／東邦⼤学医学部社会医学講座衛⽣学分野

5 198
※2019年5⽉時点。

※2020年1⽉時点。

※2019年8⽉時点。

※2019年6⽉時点。

※2019年8⽉28⽇時点。

※2019年4⽉時点。

※各区福祉課に
 登録のあるもの。

※2019年12⽉時点。

※2019年7⽉時点。

※建物（専⽤館）を所有する公⺠館数。


